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3P 案内◆県立盲学校入園・入学希望者募集

4P 報告◆奥能登豪雨災害被災地の状況

5,6P 報告◆県社会福祉大会表彰者名簿

8P 連載◆みんなdeつながろう！　Vol.9

9P 報告◆ねんりんピック結果
広告◆ボランティア活動保険

10P 報告◆外国人材が介護現場で活躍しています
報告◆寄付・寄贈

未来を担う子どもたちに　福祉の仕事の魅力を発信特 集 2,3P

7P 報告◆第71回県社会福祉大会開催
連載◆経営相談Ｑ＆Ａ

介護現場で不足する人材の確保は喫緊の課題であり、
外国人材の需要はますます高まってきています。本会
では、県や県介護福祉士会と連携して、県内の介護施
設へのタイ人技能実習生の受入れ支援を行っています。
令和４年４月に第１期生６名が入国して以来、これま

でに43名（県内17施設）を受け入れました。実習施設
での丁寧な指導や本人の努力もあり、介護現場で不可
欠な存在として活躍中です。実習生たちが熱心に介護
に励む様子を見て、リピートで実習生を受け入れる施設
も増えてきています。
今回は本会の実習生を受け入れている施設での活動

の様子や実習生たちの声をお伝えします。社会福祉法
人友愛会「楊梅苑」（おおい町）では、これまで３回に
わたり５名の実習生を受け入れていただいています。

技能実習責任者の土井次長
「初めてタイからの技能実習生を受け入れることが決
まった時、文化の違いや共通言語がないことで、実習に
支障がないか、また、介護に対して熱心に向き合ってく
れるかなど不安がありました。しかし、実際に彼女たち
を受け入れてみると、一番不安を抱えているはずの彼
女たちの表情はいつもはつらつとし、優しい笑顔でご利
用者様にも職員に対しても丁寧な日本語で会話をする
姿にとても驚かされました。何より、彼女たちの実習に
対する姿勢は、受け入れた側の私たち施設職員が、日々
感化を受けており、初心を振り返る気持ちになるほどで
す。同時に、施設の雰囲気にも変化があり、外国人材の
活躍は業務だけにとどまらず、大きな影響があったと

感じています」

令和６年１月から実習をしているヨーさん
「介護の仕事は、スキルや知識、理解力が求められる
仕事だと感じます。職員の方々が丁寧に仕事を教えて
くれたおかげで、徐々にスムーズにできるようになって
きました。仕事では記録の作成やデータ入力、おやつの
準備、利用者様の入浴やトイレの介助などを任されて
います。今では実習を始めて約10か月が経ち、介護の
スキルもだいぶ向上しました。将来は、この実習で得た
スキルを活かして、介護に興味がある人たちに教えて
いきたいです」
令和４年10月から実習をしているビウさん

「職員の皆さんはとても親切で分からないことがあれ
ば親切に教えてくれます。仕事の内容が自分の力を超
えるような場合は無理にさせることはありません。例え
ば、体重の重い利用者の方を移乗する時は、毎回職員
が私にできるかどうかを事前に確認してくれます。将
来も介護の仕事を続けていきたいと思っています」

外国人の皆さんが福井に愛着を持っていただき、福
井に定着して地域の介護を支える存在として元気に活
躍いただくことを期待しています。
本会では、毎年春と秋の２回、定期的にタイ人技能

実習生の受け入れを行っています。ご関心がある方は
お気軽にご連絡ください。

外国人材が介護現場で活躍しています外国人材が介護現場で活躍しています
～本会で受入れ支援をしているタイ人技能実習生について、
　　　　　　現場での様子や実習生たちの声をお伝えします～

問合せ   外国人介護職員支援センター　TEL0776-24-0086　E-mail : kaigo@f-shakyo.or.jp

♥10月9日 明治安田生命保険相互会社福井支社様　34万1,800円
 福井県社会福祉協議会（子ども未来応援バンク）

♥9月30日 一般社団法人 生命保険協会福井県協会様
 ●障がい者支援団体助成金 10万円　●エコキャップ 88万7,702個
 助成金：社会福祉法人　ハスの実の家
 エコキャップ：福井県社会福祉協議会（ふくいエコキャップ運動委員会へ）

寄付者

寄付（贈）先

♥10月2日 楽しくゆかいなコンサート実行委員会様　●寄付金 6万889円
 福井県社会福祉協議会（子ども未来応援バンク、能登半島地震被災地支援活動）

寄付者
寄付先

♥10月3日  県民せいきょう　岡保きらめき様　●利用者の手縫い雑巾　70枚
 石川県輪島市社会福祉協議会（輪島市災害たすけあいセンターでの水害復旧支援活動）

寄贈者
寄贈先

寄付者
寄付先

♥9月25日 トータル・ライフ・コンサルタント福井会様　●5万円　
 福井県社会福祉協議会（地域共生社会推進活動、能登半島地震被災地支援活動）

寄付者
寄付先

皆様の善意は有効に
活用させていただきます。
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 

　第71回県社会福祉大会を10月26日
に福井市の県生活学習館（ユー・アイ
ふくい）で開催しました。社会福祉の
向上に功績があった方々の表彰のほか、
これからの多文化共生をテーマにした
タレントのパックンマックンによる記念
講演や、県内で活躍するタイ人介護技
能実習生の母国の文化などを紹介する
展示もありました。

（７Ｐに関連記事）
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【問合せ先】　福井県立盲学校　TEL：0776-54-5280

　福井県立盲学校では、見えない・見えにくい幼児・生徒を募集します。
　マッサージや鍼灸（しんきゅう）の国家資格取得を目指す理療科も設置しています。
理療科への入学に年齢制限はなく、過去には60歳代の方も卒業されました。
　入園・入学を希望される方は、下記までご連絡ください。

見え方でお困りの方へ

募 集 学 部
入 学 条 件
事 前 説 明
出　　　願 入学者選考

幼稚部、高等部普通科・理療科（鍼灸マッサージ師養成課程）
視力や視野の障がいで見え方に困難がある方。詳しくはお問い合わせください。
令和6年12月2日㈪～令和7年１月10日㈮
令和7年１月14日㈫～17日㈮　　　　　　　　　　令和7年２月10日㈪

福
祉
人
材
の
確
保
が
困
難
と
な
る
な
か
、

直
近
の
人
材
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
若
年
層

に
身
近
な
仕
事
の
一
つ
と
し
て
福
祉
の
仕
事

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
福
祉
の
仕

事
は
様
々
な
職
種
が
あ
り
仕
事
の
内
容
も
見

え
づ
ら
く
、
若
年
層
の
人
た
ち
が
福
祉
の
仕

事
に
つ
い
て
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
従
事
者
の
職
業
選
択
の
動
機
と
し

て
、
利
用
者
や
職
員
と
の
交
流
体
験
を
挙
げ

る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
仕
事
体
験
等
を
通

じ
て
福
祉
の
職
種
や
仕
事
の
内
容
を
知
る
こ

と
、
実
際
に
現
場
を
知
る
こ
と
は
、
将
来
の

福
祉
人
材
の
確
保
に
繋
が
る
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

本
号
で
は
、
福
祉
の
職
場
に
は
ど
の
よ
う

な
専
門
職
が
働
き
、
具
体
的
に
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
つ
く
り
、
将
来
の
福
祉
人
材
の
す
そ
野

を
広
げ
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▄
福
祉
の
仕
事
を
楽
し
く

体
験
で
き
る
機
会
の
創
出

小
学
校
高
学
年
（
４
年
生
～
６
年
生
）
を

対
象
に
、
実
際
に
働
い
て
い
る
福
祉
職
員
と

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
の
一
場
面
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
福
祉
の
様
々
な
職
種
や
仕

事
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
の
職
業

選
択
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
介
護
福
祉
士
、
障
が
い
支
援

員
、
看
護
師
、
保
育
士
の
各
種
別
団
体
等
協

力
の
も
と
、
４
職
種
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
す
。１
職
種
の
体
験
時
間
は
約
75
分
、

１
日
３
回
、
２
日
間
で
６
回
実
施
し
ま
す
。

体
験
し
た
児
童
に
は
、
修
了
証
と
給
料
（
専

用
通
貨
）
を
渡
し
、
そ
の
給
料
で
買
い
物
も

し
て
も
ら
え
ま
す
。

開
催
日
時
／
令
和
６
年
11
月
30
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　

両
日
と
も
10
時
～
16
時

会　

場
／
ラ
ブ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
・
エ
ル
パ

　
　
　
　
　

１
階　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

定　

員
／
１
４
４
名
（
２
日
間
）

参
加
費
／
無
料

具
体
的
な
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

は
こ
ち
ら
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

当
日
会
場
で
の
体
験
受
付
も
行
っ
て
い
る

ほ
か
、各
職
種
の
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
福
祉
の
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
士
】　

テ
ー
マ
「
介
護
の
お
仕
事
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
も

大
活
躍
！
～
さ
ぁ
、体
験
し
て
み
よ
う
！
～
」

●
実
際
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
ｕ
ｇ
」
を
操

作
し
て
椅
子
か
ら
の
移
動
を
体
験
し
よ
う

●
高
齢
者
の
疑
似
体
験
を
し
よ
う

協
力
／
一
般
社
団
法
人
福
井
県
介
護
福
祉
士
会

◆
会
長
　
篠
﨑
智
江
さ
ん

介
護
福
祉
士

は
、
介
護
の
お
仕

事
で
中
心
と
な
っ

て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
取
り
入
れ
、
最
先
端
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
仕
事
体

験
を
通
し
て
、
介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
知
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
障
が
い
支
援
員
】　

テ
ー
マ
「
目
の
見
え
な
い
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」

●
目
が
見
え
な
い
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？

●
白
杖
を
使
っ
て
歩
い
て
み
よ
う

●
点
字
で
名
前
を
書
い
て
み
よ
う

協
力
／
福
井
県
身
体
障
害
者（
児
）援
護
施
設

連
絡
協
議
会

◆
会
長
　
古
市
峰
子
さ
ん

皆
さ
ん
は
目
が
見
え
な
い
世
界
を
想
像
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
真
っ
暗
闇
？
怖
そ

う
？
今
回
は
目
が
見
え
な
い
世
界
と
見
え
な

い
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
を
体
験
し
て
い

た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
体
験
し
誰
に
で
も

優
し
く
で
き
る
社
会
に
気
が
付
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

【
看
護
師
】　

テ
ー
マ
「
感
染
症
予
防
の
基
本
を
知
ろ
う

～
看
護
師
が
行
っ
て
い
る
予
防
対
策
体
験
～
」

●
利
用
者
さ
ん
へ
の
問
診
を
体
験
し
て
み
よ
う

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
体
験
し
よ
う

（
個
人
防
護
服
着
脱
や
安
全
な
吐
物
処
理
）

協
力
／
公
益
社
団
法
人 

福
井
県
看
護
協
会

◆
会
長
　
江
守
直
美
さ
ん

看
護
職
は
、
人
に
寄
り
添
い
、
人
々
の
健

康
と
命
を
守
る
職
業
で
す
。
医
療
、
行
政
、

保
育
の
場
や
企
業
な
ど
様
々
な
場
所
で
働
い

ふ
く
し
キ
ッ
ズ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
事
業

体
験
コ
ー
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

協
力
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

介護ロボット
「Hug」

白杖

携帯用点字器
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て
い
ま
す
。
今
回

の
体
験
で
、
子
ど

も
た
ち
が
人
々
の

「
い
の
ち
、
暮
ら

し
、
尊
厳
を
守
り

支
え
る
看
護
職
」
を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
保
育
士
】　

テ
ー
マ「
保
育
士
の一
日
を
体
験
し
て
み
よ
う
」

●
未
満
児
さ
ん（
人
形
）と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い

遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
よ
う

●
季
節
の
壁
面
装
飾
づ
く
り
を
し
よ
う

協
力
／
福
井
県
保
育
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
保
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

保
育
士
は
「
未
来
あ
る
子
ど
も
の
命
、
育

ち
を
支
え
、
保
護
者
の
子
育
て
を
支
え
る
」

仕
事
で
す
。
今
回
は
、先
生
に
な
っ
て【
赤
ち
ゃ

ん
と
の
関
わ
り
方
】
を
通
し
て
、
優
し
く
温

か
い
保
育
士
体
験
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
思

わ
ず
笑
顔
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
や
り
が
い

や
魅
力
が
満
載
で
す
。

（
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▄
実
際
に
働
い
て
み
て

福
祉
の
仕
事
を
知
る

福
祉
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
は
、
実
習
等

の
ほ
か
福
祉
の
職
場
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
機

会
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
外
の
学
生
に
は
福

祉
の
職
場
が
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
候
補
と
し
て

挙
が
り
に
く
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
令
和
６
年
10
月
よ
り
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
す
る
県
内
の
福
祉
施
設

等
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
や
業
務
内
容
な
ど

の
情
報
を
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

公
開
す
る
こ
と
で
学
生
の
目
に
留
ま
る
機

会
を
提
供
し
、
福
祉
施
設
等
で

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
、
福

祉
の
職
場
の
具
体
的
な
仕
事
の

内
容
や
福
祉
職
の
魅
力
を
理
解

し
、
将
来
の
職
業
選
択
の
一
助

と
な
る
よ
う
実
施
す
る
も
の
で

す
。事

業
開
始
後
、
参
加
申
込
み

を
し
た
54
事
業
所
の
情
報
を
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た

と
こ
ろ
、
学
生
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
う
ち
２
人
の
ア

ル
バ
イ
ト
採
用
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
福
祉
施
設
等

が
就
職
活
動
以
外
の
学
生
に
直

接
仕
事
の
魅
力
や
施
設
の
様
子

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
場
と

し
て
、
就
労
意
欲
の
高
い
高
齢

者
や
主
婦
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
「『
ち
ょ
こ
っ
と
就
労
』
就

職
面
談
会
」
を
福
井
県
立
大
学

永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
な

ど
、
学
生
が
気
軽
に
福
祉
施
設

等
の
職
員
と
面
談
す
る
機
会
を
設
け

て
い
く
予
定
で
す
。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

福
祉
施
設
等
の
方
々
と
と
も
に
、
積
極

的
に
学
校
や
若
年
層
へ
の
働
き
か
け
を

行
い
、
福
祉
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
、

そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

ま
た
未
来
の
福
祉
の
担
い
手
と
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。

学
生
版「
ち
ょ
こ
っ
と
就
労
」事
業

 

③情報閲覧・応募

福祉施設等

⑤応募のあった学生に求人内容の説明および
施設見学または面接日程調整を行う

⑥学生の見学受入れ・面接
⑦採用
■施設における業務

 本来の支援、専門業務に専念

 ※自分に合った時間（短時間）働く得意分野など能力に応じた
補助的業務の実施

①参加申込み(求人）
本会ホームページ
学生版「ちょこっと就労」参加申込フォーム
に必要事項を入力
※⑧（任意）各学校へのアルバイト募集

❹

❶

学 生 

❷

❹

❺・❻・❼

❽
  県社協
ホームページ

❸

学校

「学生版『ちょこっと就労』」スキーム図

本会ホームページ
学生版「ちょこっと就労」募集
情報閲覧
学生版「ちょこっと就労」参加
申込フォームに必要事項を入力

⑥
⑦

⑤応募した求人内容の確認
および施設と施設見学
または面接日程調整を行う
福祉施設等の見学・面接
採用 ③

②

福祉施設等には応募した学生の情報を伝え、学生
には福祉施設等からの連絡を待つよう伝える

福井県福祉人材センター
（福井県社会福祉協議会）

〔職員〕
〔学生〕

例：「レクリエーション企画」 「パソコン入力業務」等

福祉施設等での学生アルバイト情報を学生に公開し、学生がアルバイトを通じて福祉の仕事内容や
福祉職の魅力を理解し、将来の職業選択に寄与することを目的とする。目的

学生版「ちょこっと就労」募集情報の
ホームページ掲載
学生への参加呼びかけ（チラシ配布等による広報）

3　2024 November



石
川
県
奥
能
登
地
方
で
９
月
20
日
夜
か

ら
22
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雨
に
よ
り
、

輪
島
市
や
珠
洲
市
で
は
土
砂
崩
れ
や
河
川
の

氾
濫
が
相
次
ぎ
、
広
範
囲
で
住
宅
の
浸
水
や

土
砂
の
流
入
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
た
最
中
に
襲
っ
た
今
回

の
豪
雨
災
害
。現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
県

社
協
職
員
か
ら
の
報
告
で
す
。

第
40
ク
ー
ル(

９
／
16
～
22)

小
澤
澄
子
、大
嶋
民
恵

私
た
ち
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
社
協

応
援
の
た
め
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
輪
島
市
派
遣

の
最
後
の
ク
ー
ル（
当
時
）と
し
て
、
支
援
活
動

に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ

も
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
10
月
か
ら
は
地
元

社
協
だ
け
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
体
制
を
整

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。20
日
深
夜
か
ら
降

り
始
め
た
雨
は
止
む
こ
と
な
く
、
21
日
朝
に
は

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
、ス
タ
ッ
フ
は
事
務
所（
輪
島
市
社

協
）で
待
機
し
て
い
ま
し
た
。午
前
９
時
に
線
状

降
水
帯
が
発
生
。市
内
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
拠
点
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
県
外
か

ら
の
応
援
職
員
３
人
が
現
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。敷
地
内
が
冠
水
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
送
迎
用
の
車
両
を
避
難
さ
せ
て
い
ま

し
た
が
、
10
時
過
ぎ
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
事
務

所
も
浸
水
。

そ
の
後
大
雨

特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
、

身
の
危
険
を

感
じ
て
高
台

に
避
難
し
ま

し
た
。
輪
島

市
社
協
職
員

の
助
け
を
得
て
事
務
所
に
戻
り
ま
し
た
が
、
市

外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
避
難
し
て
来
ら

れ
、会
議
室
を
待
機
場
所
と
し
て
利
用
し
、食
料

提
供
等
の
対
応
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

応
援
職
員
も
会
議
室
で
一
夜
を
明
か
し
、
私

た
ち
は
翌
日
、
災
害
救
援
車
両
等
を
目
に
し
な

が
ら
、
予
定
よ
り
１
日
遅
れ
で
帰
路
に
つ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。復
興
の
矢
先
の
出
来
事
に
、

活
動
中
に
お
会
い
し
た
被
災
者
の
方
々
が
目
に

浮
か
び
心
が
痛
み
ま
し
た
。

第
41
ク
ー
ル(

10
／
６
～
11)

武
藤
功
士

私
た
ち
第
41
ク
ー
ル
が
派
遣
さ
れ
た
時
期

は
、
豪
雨
発
災
か
ら
２
週
間
が
経
っ
て
い
ま
し

た
が
、
派
遣
先
の
輪
島
市
で
は
よ
う
や
く
家
屋

な
ど
の
浸
水
状
況
を
確
認
す
る
被
害
認
定
調
査

が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
査
エ
リ
ア
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
広
域
浸
水
地
区
は
輪
島
地
区
、

門
前
地
区
、南
志
見
地
区
、町
野
地
区
の
複
数
集

落
に
広
が
り
、報
道
で
は
対
象
は
２
，０
０
０
棟

に
及
ぶ
と
の
こ
と
で
し
た
。さ
ら
に
輪
島
市
社

協
職
員
の
話
で
は
、
土
砂
崩
れ
や
土
石
流
に
よ

る
被
害
地
域
も
点
在
し
て
お
り
、
被
害
の
全
体

は
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
様
子
で
し
た
。

１
月
の
震
災
に
よ
り
立
ち
上
が
っ
た
「
輪

島
市
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」（
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
９
月
22
日
以

降
、被
災
者
か
ら
の
依
頼
が
急
増
し
、２
週
間
で

６
０
０
件
近
い
新
規
ニ
ー
ズ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。中
に
は
、地
震
と
水
害
で
二
重
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
間
も
な
い
う
ち
に
床

上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
お
宅
や
、
地
震
で
損

壊
し
た
家
屋
を
修
繕
し
た
矢
先
に
土
砂
が
流
れ

込
ん
で
き
た
と
い
う
お
宅
、
地
震
の
時
に
は
何

と
か
救
出
で
き
た
仏
壇
が
今
回
は
水
没
し
て
し

ま
っ
て
、
廃
棄

す
る
手
伝
い
を

し
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
電
話
の

声
か
ら
は
「
あ

き
ら
め
」や「
無

力
感
」
が
感
じ

ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

輪
島
市
災
害
た
す
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

10
月
以
降
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
数
を
増
や

し
、
輪
島
地
区
で
は
１
日
15
～
20
件
の
活
動
先

に
延
べ
１
０
０
～
１
５
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
害
が
甚
大
で
作
業
量
が
多
く
、

そ
の
日
で
完
了
す
る
ケ
ー
ス
は
、
半
数
程
度
で

あ
り
、被
災
者
は
、２
回
目
以
降
の
マ
ッ
チ
ン
グ

（
日
程
調
整
）
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
だ

一
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ
て
い
な
い
お
宅

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
優
先
し
て
い
く
た
め
、
２
回

目
以
降
の
マ
ッ
チ
ン
グ
待
ち
件
数
が
蓄
積
し
て

い
く
こ
と
、ま
た
、日
々
入
っ
て
く
る
新
規
ニ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
進
ま
な
い
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
震
災
と
豪
雨
災
害
の
二
重
災
害
で

大
変
な
状
況
に
あ
る
今
こ
そ
、
被
災
者
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
届
け
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ
た
お
宅
の
高
齢
夫

婦
の
ご
主
人
が
、「
地
震
で
集
落
の
世
帯
の
多
く

が
、地
区
を
離
れ
て
い
っ
た
。さ
す
が
に
今
回
の

豪
雨
災
害
で
、
地
区
を
離
れ
る
こ
と
も
考
え
て

い
た
が
、ば
あ
さ
ん（
妻
）と
は
、そ
れ
で
も
こ
こ

に
居
た
い
と
話
し
て
い
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
家
の
周
り
の
膝
丈
く
ら
い
に
た
ま
っ

た
土
砂
を
退
け
て
く
れ
て
、
こ
れ
以
上
被
害
が

出
な
い
よ
う
に
土
の
う
も
積
ん
で
い
っ
て
く
れ

た
。今
ま
で
家
の
入
口
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
扉

代
わ
り
に
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で
扉
も
直
せ
そ

う
だ
。不
安
が
軽
く
な
っ
て
、こ
れ
な
ら
住
み
続

け
ら
れ
そ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
一

歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
を
引
き
出
す
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
を
痛
感
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
９
月 

奥
能
登
豪
雨
災
害
に
お
け
る

被
災
地
の
状
況
に
つ
い
て

輪島市宅田町のボランティアセンターの様子

床上浸水した住宅で作業するボランティア

2024 November　4
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去る10月26日㈯、福井県生活学習館（ユー・アイふくい）にて、第71回福井県社会福祉大会を開
催しました。まず社会福祉の様々な分野やボランティア活動で長年活躍され、その発展や向上に寄与
された373人と３団体の方々に、その功労を称える表彰が行われました。（被表彰者ご芳名は5、6Ｐ
に掲載）
その後の記念講演では、タレントのパックンマックンがこれからの多文化共生をテーマに講演しま
した。二人は「外国人に話しかけづらい、英語を話せないという日本人は多いが、日本に来ている外

国人には日本語で話しかけたほうが相手も嬉
しいし、日本人は義務教育等で多くの英単語
を学んできており、それだけで十分外国人に
通じるので勇気を持って話してほしい」と強
調。これらのことが外国人や外国の文化を理
解する一歩となるということを、パックンと
マックンの掛け合いでジョークを交えながら
話し、来場者の笑いが絶えない楽しい講演と
なりました。

第71回 福井県社会福祉大会 開催！

来場者とパックンマックン

県社協ホームページに、様々なQ＆A（二次元コードより）を用意していますのでご活用ください。
県社協 HP＞組織別に探す＞経営支援課＞社会福祉施設経営相談室＞福祉施設経営 Q&A

Ｑ 物品寄付を受ける際の会計処理や留意点を教えてください。

A 物品が、消耗品など経常経費に対する場合と土地や10万円以上の備品
など、固定資産に計上される場合で処理が変わります。

こちら経営相談室です！よくある疑問・質問にお答えします

イ. 経常経費に対する贈与(寄付)の場合
取得のために通常要する価額(時価)により、「経常経費寄付金収益（経常経費寄付金収入）」

として会計処理します。
ただし、当該物品が飲食物などで即日消費されるもの又は社会通念上寄付金として取扱う

ことが適当でないものについては会計処理を省略することができます。
【例】紙おむつ50セット（時価10,000円相当）を利用者の家族から受取った。

カッコ内は資金収支科目

介護用品費 10,000 経常経費寄付金収益 10,000
（介護用品費支出）  （経常経費寄付金収入） 

ロ. 固定資産の贈与(寄付)の場合
土地や10万円以上する車椅子などの寄付物品については、事業活動計算書の「固定資産受

贈額」として計上し、資金収支計算書には計上しません。

※ 寄附金及び寄附物品を収受した場合においては、寄附者から寄附申込書を受けるとともに、寄附金収益明細書
（運用上の取り扱い別紙３（②））を作成し、寄附者、寄附目的、寄附金額等を記載してください。

【例】理事長から土地（時価10,000,000円）を贈与された。
土　地 10,000,000 固定資産受贈額 10,000,000
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プ
ホ
ー
ム
湖
岳
の
郷

鯖
江
市

渡　

邉　

ひ
と
み
五
岳
園

美
浜
町

渡

辺

雄

紀
湖
岳
の
郷

福
井
市

鰐

渕

裕

也
愛
全
園

越
前
市

赤

澤

幸

子
高
瀬
保
育
園

福
井
市

朝

日

ま

り
西
安
居
保
育
園

福
井
市

阿　

部　

い
ず
み
東
郷
こ
ど
も
園

鯖
江
市

飯

田

舞

美
あ
お
い
こ
ど
も
園

小
浜
市

池　

田　

恵
里
奈
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

福
井
市

石

﨑

直

美
啓
蒙
保
育
園

勝
山
市

石

本

美

里
中
央
こ
ど
も
園

福
井
市

出

見

裕

美
緑
ヶ
丘
保
育
園

福
井
市

市

村

昌

子
西
安
居
保
育
園

小
浜
市

今

井

靖

乃
認
定
こ
ど
も
園
そ
ら
の
と
り
こ
ど
も
園

福
井
市

上

野

裕

子
玉
ノ
江
こ
ど
も
園

小
浜
市

宇

野
　

泉
口
名
田
保
育
園

福
井
市

大

島

博

子
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

あ
さ
か
ぜ

福
井
市

大

橋

香

菜
啓
蒙
保
育
園

敦
賀
市

奥

田

千

裕
粟
野
保
育
園

越
前
市

籠

谷

千

春
高
瀬
保
育
園

越
前
市

笠

松

里

恵
国
高
保
育
園

小
浜
市

加

藤

敏

理
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

福
井
市

金

森

美

和
緑
ヶ
丘
保
育
園

あ
わ
ら
市

川　

﨑　

旨
乃
布
金
津
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市

北　

島　

美
恵
子
金
津
こ
ど
も
園

越
前
町

木　

村　

亜
夏
李
西
徳
寺
保
育
園

福
井
市

木　

村　

阿
紀
子
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
三
谷
館

越
前
市

小
鍛
治　

千　

恵
認
定
こ
ど
も
園
岡
本

あ
わ
ら
市

小

林

京

子
子
育
て
支
援
課

福
井
市

佐

藤

亜

希
御
幸
保
育
園

福
井
市

瀧　

口　

公
美
子
東
藤
島
こ
ど
も
園

福
井
市

竹

田

聡

子
御
幸
保
育
園

福
井
市

谷

口

美

保
西
安
居
保
育
園

福
井
市

田

畑

朋

子
上
北
野
保
育
園

福
井
市

反

保

知

美
東
藤
島
こ
ど
も
園

小
浜
市

塚

本

輝

代
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

永
平
寺
町

辻

村

樹

里
な
か
よ
し
幼
児
園

若
狭
町

辻

本

天

子
と
ばっ
子
保
育
園

敦
賀
市

常

田

小

雪
気
比
保
育
園

福
井
市

坪

川

和

代
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
三
谷
館

鯖
江
市

中
荒
江　

芳　

実
み
ず
ほ
保
育
園

福
井
市

西
　

千

鶴
清
水
台
こ
ど
も
園

鯖
江
市

西

野

悠

子
せ
き
い
ん
こ
ど
も
園

福
井
市

野　

阪　

美
由
紀
東
郷
こ
ど
も
園

小
浜
市

橋　

本　

ゆ
か
り
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

福
井
市

林　
　
　

恵
里
子
緑
ヶ
丘
保
育
園

福
井
市

平　

井　

富
美
恵
玉
ノ
江
こ
ど
も
園

あ
わ
ら
市

廣　

部　

あ
ゆ
み
芦
原
こ
ど
も
園

福
井
市

藤　

岡　

恵
理
子
御
幸
保
育
園

小
浜
市

藤

本

裕

子
遠
敷
保
育
園

福
井
市

前

田

香

織
清
明
保
育
園

勝
山
市

前

田

博

美
中
央
こ
ど
も
園

福
井
市

前

田

美

紀
足
羽
東
こ
ど
も
園

小
浜
市

政

中

真

由
加
斗
保
育
園

あ
わ
ら
市

松

井

幸

代
あ
わ
ら
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

勝
山
市

松

村

裕

子
ケ
イ
テ
ー
こ
ど
も
園

小
浜
市

三　

嶋　

美
智
子
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

敦
賀
市

宮　

川　

有
紀
子
櫛
林
保
育
園

小
浜
市

宮

崎

清

美
聖
ル
カ
乳
児
ほ
い
く
え
ん

小
浜
市

村　

松　

久
美
子
認
定
こ
ど
も
園
そ
ら
の
と
り
こ
ど
も
園

越
前
市

森

川
　

愛
認
定
こ
ど
も
園
北
日
野

鯖
江
市

山

田

春

香
ゆ
た
か
こ
ど
も
園

越
前
町

与

坂

悠

子
宮
崎
中
央
保
育
所

福
井
市

吉

田

智

美
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園 

あ
さ
か
ぜ

小
浜
市

米

澤

香

織
認
定
こ
ど
も
園
そ
ら
の
と
り
こ
ど
も
園

福
井
市

渡

辺

範

子
清
水
台
こ
ど
も
園

永
平
寺
町

天　

谷　

美
由
紀
永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
市

一

色

美

樹
越
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

池
田
町

伊　

藤　

ヤ
ス
子
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

宇

随

芳

子
福
井
市
健
康
づ
く
り
婦
人
会

敦
賀
市

奥　

野　

美
弥
子
敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

敦
賀
市

小

田

早

苗
敦
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

小

林

秀

敏
福
井
市
旭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

小
浜
市

齋

藤

輝

昭
小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

越
前
町

佐
々
木　

悠　

人
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町

佐　

野　

喜
美
枝
永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

高

嶋

和

男
福
井
市
旭
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

小
浜
市

高

山

洋

未
小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

池
田
町

田　

中　

け
い
子
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

池
田
町

谷　

本　

ふ
み
子
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

永
平
寺
町

南

部

佐

栄
永
平
寺
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
狭
町

西

野

静

代
若
狭
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

野

路

安

惠
福
井
市
健
康
づ
く
り
婦
人
会

越
前
市

畑
　

潤

一
越
前
市
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

敦
賀
市

原

田

芳

信
敦
賀
市
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

高
浜
町

堀

口

幸

世
高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
狭
町

前

田

知

香
若
狭
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

三

上

貫

一
福
井
市
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

池
田
町

村　

中　

美
佳
代
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

高
浜
町

森　

下　

寿
陽
太
高
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

池
田
町

森

田

頼

子
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

池
田
町

山

内

祐

子
池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
井
市

山　

田　

富
士
雄
福
井
県
腎
友
会

小
浜
市

吉　

川　

し
の
ぶ
小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
表
彰 

（
28
名
）

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労
表
彰〈
保
育
関
係
〉 （
62
名
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
良
活
動
表
彰〈
個
人
〉 （
44
名
）

坂
井
市

雨

地

健

一

坂
井
市

荒

川

芳

雄

あ
わ
ら
市

池　

上　

み
つ
え

坂
井
市

伊　

東　

久
仁
子

坂
井
市

伊　

藤　

由
紀
子

永
平
寺
町

伊

藤

福

代

坂
井
市

稲

田

久

代

福
井
市

井　

上　

由
紀
江

越
前
市

岩

壁
　

強

あ
わ
ら
市

上　

坂　

と
み
子

あ
わ
ら
市

宇　

野　

な
み
江

越
前
町

奥

田

紀

子

坂
井
市

奥　

村　

美
佐
枝

越
前
市

片

岡

由

実

坂
井
市

北

川

律

子

坂
井
市

小

新

茂

美

永
平
寺
町

小

林

和

子

永
平
寺
町

酒

井

貞

子

南
越
前
町

坂　

崎　

多
恵
子

越
前
町

佐
々
木　

妙　

子

永
平
寺
町

佐

藤

多

恵

越
前
町

相

馬

節

子

越
前
市

竹

内

順

子

越
前
市

田　

中　

と
し
子

越
前
市

谷

口

礼

子

あ
わ
ら
市

多

幡

順

子

坂
井
市

出

南

信

弘

南
越
前
町

西　

山　

千
寿
子

南
越
前
町

西　

山　

美
恵
子

越
前
市

福

田

幸

惠

南
越
前
町

藤

季

法

子

福
井
市

古

市

美

幸

あ
わ
ら
市

堀

田

民

雄

越
前
市

眞　

家　

ひ
な
子

越
前
町

松

田

政

栄

南
越
前
町

向

山
　

功

南
越
前
町

向

山

澄

子

あ
わ
ら
市

森

藤

直

子

坂
井
市

吉　

嶋　

み
な
子

坂
井
市

吉

田

靜

江

南
越
前
町

吉　

田　

て
る
子

あ
わ
ら
市

吉

田

仁

美

あ
わ
ら
市

吉

野

峰

子

越
前
市

渡　

辺　

久
美
子

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
表
彰 

（
18
名
）

「
福
井
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
」被
表
彰
者

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

福
井
市

折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

ブ
ー
ケ
茶
論

越
前
市

手
話
サ
ー
ク
ル 

ホ
ト
ト
ギ
ス

福
井
県

福
井
県
企
業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・社
会
貢
献
連
絡
会（
Ｆ・パ
ネ
ッ
ト
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
良
活
動
表
彰〈
団
体
〉 （
2
団
体
）

  

感　

 

謝  

（
1
団
体
）

福
井
市

生

田

裕

子

福
井
市

河

合

正

博

福
井
市

川

端

政

子

福
井
市

小

林

秀

敏

福
井
市

重

久

修

造

小
浜
市

芝　
　
　

美
代
子

福
井
市

白

崎

俊

博

福
井
市

高

木

朋

子

福
井
市

竹　

内　

小
由
美

福
井
市

寺

本

峰

子

福
井
市

野　

路　

千
惠
子

福
井
市

野
中　

市
右
エ
門

越
前
市

長
谷
川　

貞　

子

福
井
市

林
　

清

美

福
井
市

前

田

健

一

福
井
市

松

村

淳

子

福
井
市

宮

本

和

代

福
井
市

吉

川

幸

枝

共
同
募
金
運
動
優
良
団
体
表
彰 

（
7
団
体
）

越
前
市
越
前
市
武
生
第
一
中
学
校

越
前
市
越
前
市
武
生
第
六
中
学
校

越
前
市
越
前
市
武
生
東
小
学
校

越
前
市
越
前
市
南
中
山
小
学
校

越
前
町
越
前
町
小
曽
原
保
育
所

越
前
町
越
前
町
宮
崎
中
央
保
育
所

南
越
前
町
南
越
前
町
河
野
小
学
校
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去る10月26日㈯、福井県生活学習館（ユー・アイふくい）にて、第71回福井県社会福祉大会を開
催しました。まず社会福祉の様々な分野やボランティア活動で長年活躍され、その発展や向上に寄与
された373人と３団体の方々に、その功労を称える表彰が行われました。（被表彰者ご芳名は5、6Ｐ
に掲載）
その後の記念講演では、タレントのパックンマックンがこれからの多文化共生をテーマに講演しま
した。二人は「外国人に話しかけづらい、英語を話せないという日本人は多いが、日本に来ている外

国人には日本語で話しかけたほうが相手も嬉
しいし、日本人は義務教育等で多くの英単語
を学んできており、それだけで十分外国人に
通じるので勇気を持って話してほしい」と強
調。これらのことが外国人や外国の文化を理
解する一歩となるということを、パックンと
マックンの掛け合いでジョークを交えながら
話し、来場者の笑いが絶えない楽しい講演と
なりました。

第71回 福井県社会福祉大会 開催！

来場者とパックンマックン

県社協ホームページに、様々なQ＆A（二次元コードより）を用意していますのでご活用ください。
県社協 HP＞組織別に探す＞経営支援課＞社会福祉施設経営相談室＞福祉施設経営 Q&A

Ｑ 物品寄付を受ける際の会計処理や留意点を教えてください。

A 物品が、消耗品など経常経費に対する場合と土地や10万円以上の備品
など、固定資産に計上される場合で処理が変わります。

こちら経営相談室です！よくある疑問・質問にお答えします

イ. 経常経費に対する贈与(寄付)の場合
取得のために通常要する価額(時価)により、「経常経費寄付金収益（経常経費寄付金収入）」

として会計処理します。
ただし、当該物品が飲食物などで即日消費されるもの又は社会通念上寄付金として取扱う

ことが適当でないものについては会計処理を省略することができます。
【例】紙おむつ50セット（時価10,000円相当）を利用者の家族から受取った。

カッコ内は資金収支科目

介護用品費 10,000 経常経費寄付金収益 10,000
（介護用品費支出）  （経常経費寄付金収入） 

ロ. 固定資産の贈与(寄付)の場合
土地や10万円以上する車椅子などの寄付物品については、事業活動計算書の「固定資産受

贈額」として計上し、資金収支計算書には計上しません。

※ 寄附金及び寄附物品を収受した場合においては、寄附者から寄附申込書を受けるとともに、寄附金収益明細書
（運用上の取り扱い別紙３（②））を作成し、寄附者、寄附目的、寄附金額等を記載してください。

【例】理事長から土地（時価10,000,000円）を贈与された。
土　地 10,000,000 固定資産受贈額 10,000,000

7　2024 November



このコーナーでは、県内
の福祉活動に取り組まれ
る皆様をご紹介します。
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第
９
回
は
勝
山
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
し
、
地
域
の

人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る

「
サ
ン
ｃ
ａ
ｆ
é
」
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

サ
ン
ｃ
ａ
ｆ
é
の
売
り
上
げ
は
順
調

で
、
年
間
数
十
万
円
の
利
益
が
あ
り
、
そ

の
利
益
は
勝
山
市
共
同
募
金
会
に
寄
付

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
は
、

関
係
機
関
・
団
体
が
積
極
的
に
連
携
し
つ

な
が
る
こ
と
で
、
三
方
よ
し
と
な
っ
て
い

る
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
勝
山
を

訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
サ

ン
プ
ラ
ザ
の
２
階
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

勝
山
市
に
入
る
と
、
市
役
所
か
ら
徒
歩
３

分
の
市
街
地
中
心
部
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。「
サ
ン

ｃ
ａ
ｆ
é
」
は
、
そ
の
２
階
に
令
和
５
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
時
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
理
事
長
で
、
開
設
に

尽
力
し
た
川
原
勝
さ
ん
ら
に
経
緯
や
目
的
な

ど
を
聞
き
ま
し
た
。

Q

サ
ン
Ｃ
ａ
ｆ
é
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

A

街
の
中
心
部
に
あ
る
サ
ン
プ
ラ
ザ
を

「
買
い
物
の
場
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
集
う

場
、
交
流
す
る
場
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
整
備
す
る
費
用

に
つ
い
て
、
市
役
所
に
相
談
し
て
、
翌
年
に

地
域
商
業
複
合
化
推
進
事
業
の
補
助
金
を
も

ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

「
か
つ
や
ま
地
域
共
生
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
、
行
政
や
高
校
生
、
金
融
機
関
の
関
係

者
ら
が
集
ま
り
、
人
が
集
う
場
に
す
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
場
と
す
る
の
が
い
い
か
、
商

業
施
設
だ
が
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
」
を

合
言
葉
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
ト
イ
レ

や
キ
ッ
チ
ン
、
ス
ク
リ
ー
ン
等
を
設
置
し

て
、
子
ど
も
と
子
育
て
世
代
の
料
理
教
室
や

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
等
、
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
一
つ

と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
Ｃ
ａ
ｆ
é
の
運
営

で
し
た
。
た
だ
、
場
所
の
提
供
は
で
き
て
も

Ｃ
ａ
ｆ
é
を
運
営
す
る
人
が
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
地
元
市
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
Ｃ
ａ
ｆ
é

の
運
営
主
体
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
を
市
社
協
に
お
願
い
し
て
実

現
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

Q

市
社
協
と
し
て
は
Ｃ
ａ
ｆ
é
の
運
営
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
関
わ
っ
て
い
ま
す
か
？

A

市
社
協
と
市
内
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

地
域
交
流
拠
点
の
開
設
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
と

は
以
前
か

ら
関
係
を

築
い
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ

で
、
今
回

の
補
助
金

が
決
ま
っ

た
時
に
サ

ン
プ
ラ
ザ

か
ら
「
か

つ
や
ま
地
域
共
生
運
営
協
議
会
」
へ
の
参
画

の
打
診
を
受
け
、
話
し
合
い
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｃ
ａ
ｆ
é

の
設
置
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
内
各

地
区
社
協
に
声
を
か
け
て
賛
同
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
、
曜
日
ご
と
に
地
区
が
入
れ
替
わ

り
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
も
ら
う
こ
と

を
決
定
。
各
地
区
で
は
、
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
増
や
し
、
当
番
を
充
て
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
う
し
て
Ｃ
ａ
ｆ
é
が
始
ま
る
と
、
更
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
認
知
症
高
齢
者
対
応

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
、
利
用
者
の
方
、

中
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。現
在
、総
勢
50
名
以
上
の
方
々

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
、２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
交
流
会
を
開
き
、
お
互
い
に
知
り
合
う
機

会
を
作
り
、
意
見
を
出
し
合
い
運
営
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

取
材
当
日
に
来
ら
れ
て
い
た
荒
土
地
区
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Q

ど
の
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A

無
理
の
な
い
よ
う
に
月
１
回
、
３
時
間

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
来
て
、
珈
琲
等

を
お
出
し
し
て
お
客
さ
ん
と
話
し
を
す
る
の

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

車
椅
子
利
用
の
お
客
さ
ん
に
も
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

Q

サ
ン
ｃ
ａ
ｆ
é
は
い
か
が
で
す
か
？

A

家
に
い
て
も
横
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を
見

る
か
天
井
を
見
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
天
気
が

良
け
れ
ば
毎
日
来
ま
す
。

こ
こ
に
来
れ
ば
、好
き
な
珈
琲
が
飲
め
る
。

い
ろ
ん
な
話
が
聞
け
る
。
何
よ
り
私
の
話
を

聞
い
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

川
原
さ
ん
は
「
今
後
も
、
勝
山
市
内
の
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
い
、
地
元
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
持
つ
人
た
ち
の
共
生
の
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
活
動
の
継
続
・

発
展
に
意
欲
的
で
す
。

サンCafé

ボランティアスタッフの交流会

2024 November　8



全国健康福祉祭福井県選手団上位入賞者
去る10月19日㈯～22日㈫に開催された第36回全国健康福祉祭とっとり大会
（ねんりんピックはばたけ鳥取2024）の本県選手団の入賞者を紹介します。
テ ー マ　咲かせよう 砂丘に長寿と笑みの花
派遣選手数　144名（美術出品者7名を含む）	 　※個人名の敬称は省略させていただきます。

種 　 目・部 　 門 チ ー ム 名・個 人 名 成 　 績
健康マージャン（個人戦） 辻　　嘉文 優　勝
ボウリング（個人戦） 山内美代子 準優勝
水泳80～84歳男子自由形50m 山本　厚生 2位
水泳80～84歳男子自由形25m 山本　厚生 2位
水泳60～64歳女子背泳ぎ25m 宮川ゆかり 2位
水泳60～64歳女子自由形25m 宮川ゆかり 2位
マラソン60～69歳女子3㎞ 岡田　裕美 3位
卓　球 福 井 県 優秀賞
ソフトボール 球愛クラブ 優秀賞
ゲートボール ほうれんそう 優秀賞
マラソン70歳以上女子 3㎞ 岩本利恵子 優秀賞
マラソン70歳以上男子10㎞ 荻野　真治 優秀賞
ウォークラリー（打吹コース） 坂井市レク協スーパーウォーカーズ3 優秀賞
バウンスボール エンゼル291 優秀賞
囲碁（個人戦） 内倉　輝子 優秀賞
囲碁（個人戦） 山畑　純一 優秀賞
美術展（日本画部門） 加藤　桂子 （一財）長寿社会開発センター理事長賞
美術展（写真部門） 辻　　幸子 銅　賞

福
井
県
選
手
団

9　2024 November
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3P 案内◆県立盲学校入園・入学希望者募集

4P 報告◆奥能登豪雨災害被災地の状況

5,6P 報告◆県社会福祉大会表彰者名簿

8P 連載◆みんなdeつながろう！　Vol.9

9P 報告◆ねんりんピック結果
広告◆ボランティア活動保険

10P 報告◆外国人材が介護現場で活躍しています
報告◆寄付・寄贈

未来を担う子どもたちに　福祉の仕事の魅力を発信特 集 2,3P

7P 報告◆第71回県社会福祉大会開催
連載◆経営相談Ｑ＆Ａ

介護現場で不足する人材の確保は喫緊の課題であり、
外国人材の需要はますます高まってきています。本会
では、県や県介護福祉士会と連携して、県内の介護施
設へのタイ人技能実習生の受入れ支援を行っています。
令和４年４月に第１期生６名が入国して以来、これま

でに43名（県内17施設）を受け入れました。実習施設
での丁寧な指導や本人の努力もあり、介護現場で不可
欠な存在として活躍中です。実習生たちが熱心に介護
に励む様子を見て、リピートで実習生を受け入れる施設
も増えてきています。
今回は本会の実習生を受け入れている施設での活動

の様子や実習生たちの声をお伝えします。社会福祉法
人友愛会「楊梅苑」（おおい町）では、これまで３回に
わたり５名の実習生を受け入れていただいています。

技能実習責任者の土井次長
「初めてタイからの技能実習生を受け入れることが決
まった時、文化の違いや共通言語がないことで、実習に
支障がないか、また、介護に対して熱心に向き合ってく
れるかなど不安がありました。しかし、実際に彼女たち
を受け入れてみると、一番不安を抱えているはずの彼
女たちの表情はいつもはつらつとし、優しい笑顔でご利
用者様にも職員に対しても丁寧な日本語で会話をする
姿にとても驚かされました。何より、彼女たちの実習に
対する姿勢は、受け入れた側の私たち施設職員が、日々
感化を受けており、初心を振り返る気持ちになるほどで
す。同時に、施設の雰囲気にも変化があり、外国人材の
活躍は業務だけにとどまらず、大きな影響があったと

感じています」

令和６年１月から実習をしているヨーさん
「介護の仕事は、スキルや知識、理解力が求められる
仕事だと感じます。職員の方々が丁寧に仕事を教えて
くれたおかげで、徐々にスムーズにできるようになって
きました。仕事では記録の作成やデータ入力、おやつの
準備、利用者様の入浴やトイレの介助などを任されて
います。今では実習を始めて約10か月が経ち、介護の
スキルもだいぶ向上しました。将来は、この実習で得た
スキルを活かして、介護に興味がある人たちに教えて
いきたいです」
令和４年10月から実習をしているビウさん

「職員の皆さんはとても親切で分からないことがあれ
ば親切に教えてくれます。仕事の内容が自分の力を超
えるような場合は無理にさせることはありません。例え
ば、体重の重い利用者の方を移乗する時は、毎回職員
が私にできるかどうかを事前に確認してくれます。将
来も介護の仕事を続けていきたいと思っています」

外国人の皆さんが福井に愛着を持っていただき、福
井に定着して地域の介護を支える存在として元気に活
躍いただくことを期待しています。
本会では、毎年春と秋の２回、定期的にタイ人技能

実習生の受け入れを行っています。ご関心がある方は
お気軽にご連絡ください。

外国人材が介護現場で活躍しています外国人材が介護現場で活躍しています
～本会で受入れ支援をしているタイ人技能実習生について、
　　　　　　現場での様子や実習生たちの声をお伝えします～

問合せ   外国人介護職員支援センター　TEL0776-24-0086　E-mail : kaigo@f-shakyo.or.jp

♥10月9日 明治安田生命保険相互会社福井支社様　34万1,800円
 福井県社会福祉協議会（子ども未来応援バンク）

♥9月30日 一般社団法人 生命保険協会福井県協会様
 ●障がい者支援団体助成金 10万円　●エコキャップ 88万7,702個
 助成金：社会福祉法人　ハスの実の家
 エコキャップ：福井県社会福祉協議会（ふくいエコキャップ運動委員会へ）

寄付者

寄付（贈）先

♥10月2日 楽しくゆかいなコンサート実行委員会様　●寄付金 6万889円
 福井県社会福祉協議会（子ども未来応援バンク、能登半島地震被災地支援活動）

寄付者
寄付先

♥10月3日  県民せいきょう　岡保きらめき様　●利用者の手縫い雑巾　70枚
 石川県輪島市社会福祉協議会（輪島市災害たすけあいセンターでの水害復旧支援活動）

寄贈者
寄贈先

寄付者
寄付先

♥9月25日 トータル・ライフ・コンサルタント福井会様　●5万円　
 福井県社会福祉協議会（地域共生社会推進活動、能登半島地震被災地支援活動）

寄付者
寄付先

皆様の善意は有効に
活用させていただきます。
皆様の善意は有効に

活用させていただきます。

心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 
心温まる寄付・寄贈に
心から感謝申し上げます。 

　第71回県社会福祉大会を10月26日
に福井市の県生活学習館（ユー・アイ
ふくい）で開催しました。社会福祉の
向上に功績があった方々の表彰のほか、
これからの多文化共生をテーマにした
タレントのパックンマックンによる記念
講演や、県内で活躍するタイ人介護技
能実習生の母国の文化などを紹介する
展示もありました。

（７Ｐに関連記事）
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